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１．まえがき
近年，ジェスチャ認識の研究がさかんに行われて

いる．特に手話認識は障害者の意思伝達手段の幅を
広げることが期待できる．手話認識において手話話
者にわずらわしさを感じさせることない手指形状推
定が重要であり，画像を用いた手法が適している．
文献 [1]では手指形状抽出が容易な条件での形状

推定，ゆっくり変化するジェスチャについて複雑背景
下での形状の抽出と推定を行った．そこで本論文で
は，自然な手話の画像から手指形状の抽出と推定を
行う．あらかじめサンプル画像から代表的な形状を
モデルとして登録し，入力画像に最適なモデルを選
択する．最適モデル選択では，入力画像から明度変
化の大きいエッジ点を抽出し，それらと最も良く適
合するモデルを選ぶ．しかし複雑背景では強いエッ
ジが手指輪郭を表すとは限らない．そこで背景中の
エッジ点存在確率を考慮した評価基準を用いる．
２．モデルの学習
本論文では右手のみについて形状推定を行う．サ

ンプル画像列の各画像から手指の重心位置，移動速
度，輪郭形状を求め，形状モデルとして登録する．
３．手指形状推定
３─１．マッチング候補の限定
遷移ネットワーク [2]を用いて入力画像と照合する

形状モデルを限定する．あらかじめサンプル画像列
から形状モデル間の可能な遷移を学習し，遷移ネッ
トワークを生成する．時系列画像の入力に対して，遷
移ネットワークを用いて直前の画像で推定された形
状から遷移可能な形状モデルに候補を限定する．
さらに時系列入力における動きの連続性の仮定に

より手指位置を予測し，その近傍にない形状モデル
を候補から除く．また入力画像から肌色領域を抽出
し，この領域内にない形状モデルもマッチング候補
から除く．最終的に残ったマッチング候補モデルか
ら入力画像に最適な形状モデルを選択する．
３─２．最適モデル選択のための評価基準
各マッチング候補モデルについて入力画像中のエッ

ジ点と最も良く重なる位置に合わせたのち，候補モ
デルの中から最適なモデルを選択し，推定結果とす
る．そこで候補モデルを比較するための評価基準に
ついて述べる．

図 2: 推定結果例 (上段：入力画像列，下段：推定結果画像列．白い線は推定された形状の上位四つを表
す．手指の移動速度が速いときは輪郭は重要な意味を持たないので手指位置のみを用いて追跡する．黒
い四角はそのときの位置を表す)

従来手法では強いエッジが手指の輪郭を表すこと
を仮定している．しかし背景や手指領域の内部にも
強いエッジが存在し，また真の輪郭であっても顔な
どとの境界ではエッジが弱くなる．そのため図 1(a)
の入力画像に対し，図 1(b)のように形状推定を誤る．
そこでモデルの輪郭と重なるエッジ点の数 neには背
景のエッジ点が含まれる事を考慮し，モデル輪郭の
長さ lと背景中のエッジ点存在確率 PFを用いて評価
基準 cmを定義する．

cm = ne� lPF (1)

各候補モデルについて cmを求め，cmが大きいほ
ど入力画像により適合するモデルとする．
図 1(c)にこの評価基準を用いて推定した形状を示

す．また「赤い」を意味する日本語手話単語の画像
列に対する推定結果を図 2に示す．
４．むすび
複雑背景を持つ入力の各画像について最適な形状

の推定を行った．今後の課題は推定された形状の時
系列を単語や文章として認識することである．
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(a)入力画像 (b)従来手法に
よる推定結果

(c)提案手法に
よる推定結果

図 1: 背景中のエッジ点存在確率に基づく評価基準
による推定結果


